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Our research team consisted of four language groups. Each team is presenting a paper on their work for this 
report. Thus, here, we will report a brief history of the research project, with a special focus on the English 
group. This paper will cover the topics of introductory notes, background of our research project, purpose of 
the study, survey of the related literature, the Three–step Auditory Comprehension Approach, test of the 
theory, development of the teaching material, experimental use of the developed materials, analysis of the test 
data, summary, and bibliography. After three years of hard work and through many phases of research, we are 
proud to report that we have succeeded in improving and developing a set of CALL teaching materials that 
could be used in improving the teaching of foreign languages in universities in Japan. In particular, with 
regard to teaching English, we have found that our CD-ROM-based CALL teaching materials could help our 
students score over 600 in TOEFL-PBT, or 900 in TOEIC. 
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1．はじめに 
 計画研究カ班では下位グループの 4言語グルー
プがそれぞれ別個に研究成果報告書を作成し提出

している。したがってここでは，カ班の研究代表

者であり指導理論の開発者である竹蓋が，研究分

担者兼事務担当者（草ヶ谷）と共同で，本研究に

採用された指導理論と開発された教材，とくに英

語教材の評価に責任を持ち，関連データの観察と

分析を行った結果について報告するものである。

さらに，今後の研究の方向性を示唆する必要性か

らカ班の研究の源流を含めて研究の全体像，およ

び将来像についてもまとめる。 
 
2．研究の背景 
 本研究を行うことになった動機は，我が国の学

生，社会から「英語によるコミュニケーション能

力を高めたい」という強い要望があるにもかかわ

らず，新聞紙上で毎年のように繰り返される，「我

が国の TOEFL 受験生のスコアが世界で最下位に
近い」という報道に，英語教師として何かしなけ

ればならない，勉強しない学習者が悪いなどと座

視してはいられないという気持ちであった。さら

に，「大学に入ると英語力は上がるどころか下がっ

てしまう」（山岸,1993）という指摘には大学英語
教員としてのプライド，自負も大きく傷つけられ

た。そこで我々は，1日 24時間しかない数人の教
師がどれほどがんばっても人間教師にできること

には限度があるので，教師の時間不足を補い，か

つ指導の一部を分担させられる「英語教師ロボッ

ト」の制作に着目した。 
 このときに幸運なことが 3つ重なった。それは
まず，性能は急速に高度化され，逆に価格は低下

の一途をたどっていたパーソナルコンピュータの

出現である。次に，竹蓋研究室にはサウンド財団，

それに NEC㈱，SONY㈱，㈱NHK エデュケーシ
ョナル，㈱アルク，その他数多くの企業から奨学

寄付金や委任経理金の助成を受けられることとな

り，とくに NEC 中央研究所からはマルチメディ
アCALL教材開発研究のための技術援助まで受け
られることになった。さらに，千葉大学に大学院

自然科学研究科（博士後期課程）が設置され，英

語教育の改善に強い意欲をもつ院生が入学してき

たことも幸運なことであった。指導だけでなく開

発研究も，一人の研究者だけでできることには限
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度があるからである。これで，英語教育改善のた

めのマルチメディア教材開発への「強い意欲」，「予

算」そして「人材」が揃った。 
 千葉大学のCALL教材開発チームがこのような
陣容で開発した最初のCALL教材は，書籍の形で
作られていた伝統的な英語教材をマルチメディア

情報機器で扱える形にしただけのものであった

（椎名,1991；大西,1992）。しかし，そのような教
材で技術的な基礎を学んだ後に開発された CALL
教材は，これも NEC 中央研究所の援助で開発で
きたものであったが，実験的使用に限るという条

件つきで使用を許された，Arthur Hailey原作の映
画Hotel（映像，音声共）を素材とした理想的と言
える教材であった（土肥，1995）。 
 実験的に開発された上記 3種の CALL教材は，
試用の結果，いずれも極めて高い効果の得られる

ことが検証された（項目 6.(1)の表 1 参照）。しか
し素材の著作権の問題があったため，一般的な授

業で自由に使用することは不可能であった。

CALL教材による指導の高い効果を目の当たりに
しながら，大学の授業で自由に使用できないこと

は非常に残念であった。このため次のステップと

して，当時，竹蓋が監修して制作した㈱アルクの

『ヒアリングマラソン入門コース』および『ヒア

リングマラソン初級コース』を条件付きで（千葉

大学での指導に限定する，使用期間は数年に限る）

CALL教材化することを許可してもらうことを考
えた。幸いにも㈱アルクの好意によりそれが許可

され，現千葉大学外国語センターの高橋秀夫助教

授を中心に『ヒアリングマラソン』のCALL教材
化が行われた。 
 ㈱アルクの『ヒアリングマラソン』をCALL教
材化して使用した外国語センターでの授業は，学

生から歓迎され，また学生の英語コミュニケーシ

ョン能力に顕著な向上が見られ，大きな成功を収

めた（高橋他,1996；椎名他,1996；高橋他,1996；
土肥他 1996；高橋他,1997；竹蓋順,1999）。CALL
教材での指導が成功したということは当時の丸山

工作千葉大学学長や，千葉大学外国語センターの

「第 3者点検（1997）」で千葉大学を訪れた委員，
教養教育に関する「視学委員実地視察（1997）」で
の委員の発言でも高く評価され，さらに千葉大学

の若手研究者（高橋秀夫，椎名紀久子，中條清美，

土肥充の 4氏）がCALLによる指導実践で大学英
語教育学会実践賞を受賞し，他大学にも知られる

ところとなった。丸山学長は「外国語のCALL教
育等で旧教養部時代では考えられなかった卓越し

た効果が見られる（千葉大学広報,1998）」とまで
記されている。こうしたことにより，多数の大学

から千葉大学を視察に訪れるようになり，ほぼ異

口同音にこのソフトウェアを使わせてもらえない

かと要望が寄せられるようになった。 
 しかし，ここで問題になったのは，やはり著作

権の問題であった。CALL教材自体はデジタル製
品であるから，コピーをすることは簡単であった

が，CALL教材の素材は㈱アルクが著作権を持つ
教材であるため，他大学でも使用してもらうこと

は許されなかった。また千葉大学としても，期間

限定で使用するという㈱アルクとの契約があった

ので，早急に他の素材で誰でもが自由に使用でき

るCALL教材を制作する必要に迫られた。そこで
我々は丸山学長のもとを訪れ，「千葉大学を含むい

ずれの大学でも希望すれば自由に使用できる

CALL教材を作りたいので，どこかから助成を受
けられないか」と相談をしたところ，経理部長を

通して文部科学省大学共同利用機関のメディア教

育開発センターに紹介していただけることとなっ

た。 
 メディア教育開発センターでは，学習リソース

研究開発系の山田恒夫教授が我々の話を聞いてく

れ，竹蓋がセンターの共同研究員になることによ

り，千葉大学で基礎研究を行ったCALL教材を共
同で制作できるようにしましょうと提案していた

だけた。センターでは，竹蓋と千葉大学の若手教

員が協力してコースウェアを制作し，ソフトウェ

ア制作は技術者（㈱NHKエデュケーショナル）に
委託するという形で平成 10年度から 11年度にか
け，College Lectures, People Talk, TV-News, Movie 
Time 1, Movie Time 2の計5枚のCD-ROM教材を制
作することができた。これらの教材の素材は，元

NHK 所属のカメラマンに同行してもらって米国
アラバマ大学まで撮影取材に行き，大学関係者に

インタビューを実施して収集した。そして，それ

らのスピーチを素材として CD-ROM 教材を自作
することが可能となった。さらに著作権の許諾を

得て，米国 NBC テレビのニュースやトーク番組
の映像をそのまま使用したり，著作権の期限の切

れた古いものではあるが，いまだに米国で毎年放

映されている評判の高い映画，It’s a Wonderful Life
（『素晴らしき哉，人生！』）を素材として使用す
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ることで，多くの学習者に魅力を感じてもらえる

ものができた。 
しかし，ここでもすべてが理想的に進んだとい

うわけではなかった。それは，メディア教育開発

センターで教材を制作する場合，民業を圧迫して

はいけないということで，一般の市場で需要の高

いものは制作できないという事情があったことで

ある。その結果，我々としては大学用英語 CALL
教材でも最上級レベルの学習者（学習開始時に

TOEIC 650～750，TOEFL-PBT 500～530以上の大
学生，社会人）を対象としたものを制作すること

となった。素材の内容が優れているだけでなく，

ソフトウェアも専門の技術者が制作したものであ

るので，デザイン的に見栄えがよく，また直感的

に使用しやすい CD-ROM 教材とはなった。しか
し残念ながら，全国最上級レベルの大学の，しか

も上位群の学生しか使用することができないとい

う結果になった。 
 こうしてメディア教育開発センターとの共同研

究を行っているうちに，素材の面でも，ソフトウ

ェアの面でも，どの程度のものが制作できるのか

という目処が見えてきた。そしてそれが確実に実

用になることも明らかになったのである。しかし，

「全国のどこの大学でも自由に使え」，「もっとも

人数の多い大学生層が使用でき」，我が国の英語教

育の抜本的な改善を図れるような，しかもさらに

質の高い教材を開発するには，そのことを明確な

目的とした科学研究の実践が最善であろうという

結論に至った。そこで我々は千葉大学でシンポジ

ウムを開催し，全国の大学英語教員の有志にその

ようなプロジェクトを共同で実践することを呼び

かけた。その結果，100 名近い教員が賛同してく
れることとなった。その時も我々はメディア教育

開発センターと密接な関係を持ちながら計画を立

て，平成 10年に科研の特定領域（A）に応募をし
た。残念ながらその年は不採択であったが，続け

て応募した翌年は領域（領域代表者 坂元昂）が採
択され，我々もその中の計画研究のひとつ，「外国

語CALL教材の高度化の研究」，として平成 12年
度～14年度の3年間にわたる研究が可能になった。 
 
3．研究の目的 
本項目には，平成 12年度の「研究計画調書概要」
の提出に当たって「研究の目的」欄に記述した内

容をそのまま引用する。 

(1) 本研究の目的は，その効率の低さが指摘され
る大学外国語（英語）教育を CALL 教材の高
度化により抜本的に改善し，大学生の英語によ

るコミュニケーション能力を社会のニーズを

満たせるレベルに引き上げるための実証的な

研究を行うことである。 
(2) 学術的な特色・独創的な点は，総合力の養成
に最も基本的と言われながら世界的にも開発

の遅れている「聞くことと，語彙の指導法」を

独自に開発している点にある。これらに，さら

に「三ラウンド・システム」と呼ばれる極めて

効果的な指導理論，教材開発理論を組み合わせ

たコースウェアを中心とした CALL システム
で外国語の総合力を向上させる実証的な研究

は他に例がなく，独創的なものである。予想さ

れる結果としては，たとえばTOEFL-PBT 550
～600点の語学力を養成し，大学改革の名に値
する英語教育改革の可能なことが実証される

ものと考える。 
(3) 当該研究は，全国 47大学，100名の外国語教
員の賛同による協力で実践されるものであり，

関連分野では全国で最も規模の大きい，優れた

研究であると考える。 
(4) 広範な関連分野における本研究の研究分担者，
協力者の基礎研究に対して，大学英語教育学会

賞（1984），大学英語教育学会実践賞（1996），
私立大学情報教育協会賞（1998），AVCC Good 
Site賞（1998）等が授与されている。 

 
4．文献の研究 
 研究の開始にあたってまず実践したことは，文

献の調査により，コミュニケーション能力の養成

を目指した外国語教育の現状とその問題点を明ら

かにすることであった。その調査により，まず明

らかになったことは，外国語教育の基礎，基本と

なるのは「語彙力の養成」と「聴解力の養成」で

ある（中條，1991；Coady, 1997；Zimmerman, 1997；
竹蓋順, 2000；Celce-Murcia,2001；Peterson,2001，
他）ということであった。次に，このように言わ

れながらも，どちらの分野においても科学的で妥

当性の高い研究が少なく（Paribakht & Wesche, 
1997；Ellis,1997；Long,2002，他），指導理論もま
だ存在しないといっても良いような状況であると

いうことも明らかとなった。結果として，当然の

ことながら，よい教材，とくに高いレベルの学生



『特定領域研究（A）高等教育改革に資するマルチメディアの高度利用に関する研究 
研究成果報告書 平成 14年度計画研究』2003.3，pp.423-445 

4 / 23 

用の教材が存在しない（Morley,2001；Lynch,2002，
他）という事実も明らかになった。 
 指導内容を科学的に指導するための理論，教材

がないということは効果的な指導にとって致命的

とも言える大きな障害であるが，いわゆる試行錯

誤の形式での研究自体にも問題が決して少なくな

いようである。それは，外国語教育に関する研究

には最も近い学問的分野であると考えられる

Second Language Acquisition（SLA）の分野の研究
に対して次のような批判があるからである： まず，
1）SLA 研究と言いながら，この分野の研究の多
くが，「pedagogy（教育）」，「learning（学習）」に
ついての研究をしていない（Ellis,1997；Long,2002），
2）数少ない learningの研究をしているものでもそ
れが自然な「教室環境」での学習や指導に関する

観察，研究ではないものが多い（Ellis,1997），3）
learningの研究であると思われる研究も，その多く
は妥当性，信頼性の高い「効果の測定，観察」を

していない，4）外国語のコミュニケーションは極
めて総合的な行動であるのに，その指導や観察に

関する研究は「局部的」なものがほとんどである，

5）教材や指導法の開発研究が少なく，既に存在す
るものの「比較研究」の域を越えていないなどと

いった批判である。 
教育機器の開発研究をしていると称する研究

でも，実は，機器の性能のデモ程度のことしかさ

れておらず，いわゆる LL をはじめ，実際に外国
語教育に必要な，そして妥当な機能を持った教育

機器，その開発研究は少ない。関連して，Sheerin
（1987）の以下の指摘は興味深い。 

Listening comprehension lessons are all too often 
a series of listening tests in which tapes are played, 
comprehension exercises are attempted by the 
learners, and feedback is given in the form of the 
‘right’ answer. In lessons such as this, listening is 
not being taught but tested. 

Ellis（1997）は上記のような現状に対して，「も
し，SLAの研究者が外国語教師に使ってもらえる
研究をしたいのであれば，whatだけでなく howに
留意すべきである。そして，言語学や心理学の方

向だけでなく，言語教育の現実を直視して，そこ

で外国語教師が，学生が必要とする研究をすべき

であるとしている。分野が若いという事情もある

が，彼は，現状では SLAの研究結果の教育分野で
の利用はよほど注意して行うか，またはまったく

使わないほうがよいとまで忠告している。つまり，

「基礎的，基本的で，よい指導が外国語教育にと

って極めて重要である」と言われる分野であるの

に，指導理論や教材がなく，またそれを基にして

良い教材や指導法が開発できそうだと期待できる

研究もあまり存在しないというのが関連分野の研

究者の感触なのである。 
我々は，上述のEllisと似た印象を以前から持っ
ていたため，独自に，効果的な教材作成のための

英語教育理論を開発することとした。結果として

開発されたものが「三ラウンド・システム（The 
Three-step Auditory Comprehension Approach）」であ
る。本理論は今回の科学研究の中で開発されたも

のではなく，1990年代に開発された理論であるが，
その構造について以下に概説する。 
 
5．三ラウンド・システム 
 三ラウンド・システム（3R）には，広義のもの
と狭義のものがあり，前者は総合的コミュニケー

ション能力を効果的に養成できる多層の英語教育

システムの総称である。「広義の 3R」には，その
要素として，まず主に聴解力を効果的に養成する

「中核システム」があり，それと語彙力を効果的

に養成する語彙力養成システムを組み合わせた

「複合システム」がある。次に，学習者の能力と

興味のバラツキに対応するために複合システムを

さらに組み合わせた，より上位のシステムとして

「総合システム」が考えられている。最後に，総

合システムまでのシステムを活用して養成される

基礎的な能力を真に総合的な能力にするための最

上位のシステムとしての「包括システム」がある

ということである。このような大規模なシステム

に対して，中核システムのみを指して 3R と呼ぶ
ことがあるが，それは「狭義の 3R」ということで
ある。広義のシステムの各要素，それらの構成に

ついては，『言語行動の研究』第 7号増刊号（竹蓋
順 ,2000）に詳述されているので，ここには
CD-ROM 等をメディアとして制作できる中核シ
ステムの特徴についてのみ概説する。 
 中核システム，つまり狭義の 3R の中心的役割
は，聴解力，とくに種々のノイズに冒されて大き

く崩れた実態をもつauthenticな音声言語を聞き取
る技術の効果的な養成にある。このシステムの柱

は大きく分けて以下の 2つである。 
① 必要な，大きく崩れて伝統的な指導法では指導
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が難しい authentic な言語素材を避けることな
く，それが学習者の「興味やニーズに合ったも

の」であれば教材として採用し，指導する（当

然，限度はあるので，必要な対応処置も講ずる

ということである） 
② 比較的レベルの高い，難易度の高い教材をそれ
ほど難しいと思わせずに学習させる方策を指

導法の中に取り入れた「システムとしての指導

法（3R）」を開発して指導する 
 最初の柱(①)を立てる理由は，たとえ困難では
あっても，それが人間コミュニケーションの実態

であるならば避けては通れないということと，人

間は自分の興味のあること，ニーズが理解できる

ことの実践には信じられないほど大きな力を発揮

するという特性をもっているので，その力を引き

出し活用すべきだと考えるからである。そして 2
番目の柱(②)を立てる理由は，確かに人間は大き
な力をだすことができるが，せっかくそれを引き

出せたとしても，後になり，その実践が自分には

無理だとわかると，諦めたり，絶望したりして逆

に無力化するという特徴も併せ持っている。この

ような事態を避けるためである。 
 これらの実現は，言うは易く，行うに難い。そ

こで，ここではとくに狭義の 3R，「中核システム」，
の採用によってなぜ後者の柱を立てることが可能

になったのかを概説しておく。行うに難いことを

可能にしてきたことの例は外国語教育界の外では

数多く存在する。たとえば，新幹線電車の開発，

ジャンボジェット機の開発，中学生の岩崎恭子の

オリンピックでの金メダルの獲得などである。興

味深いことには，このような困難なことの多くが

「システム的思考の採用」により可能にされてき

ているということである。そこで，3Rの理論開発
の際には当然「システム科学」の考え方を導入す

ることとした。 
 システム科学の導入には，第一に「目的」を明

確に定義しなくてはならない。そして，その目的

の達成のために必要な「要素」を複数，もれなく，

また逆に多すぎないように収集してそれらの最適

な「組み合わせ」方を考えなくてはならない。ま

ず，目的であるが，これは「英語による総合的な

コミュニケーション能力の効果的な養成」という

ことで異論はあるまい。次に，組み合わせるべき

必要な要素の収集であるが，それを我々は大枠で

「学習理論」と「情報理論」とした。つまり，古

典的学習理論，オペラント学習理論，認知理論，

それに分散学習の考え方，さらに top-down 
processing of information, bottom-up processing of 
information，さらには，interactive processing of 
informationと呼ばれる情報処理の考え方を必要な
要素としたことである。最後に，これらを一つの

教育「システム」の中で，定義された目的をもっ

とも効果的に達成できるように活用するには，ど

のような組み合わせ方が最適であるかを考えた。 
 以上のような思考過程を経てできあがった指導

システムの骨格は図 1に示し，さらにそのような
システムでどの程度，難易度の軽減を期待できる

かを図 2に模式的に表現した。これらの図につい
ては竹蓋幸（1997）に詳述してあるので参照して
いただきたい。 

図 1  三ラウンド・システムの構造 
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図 2  各種方策で低くなる素材の難易度 
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1）難しい学習作業を比較的容易に学習させられる 

① 学習を，その深さで「三分割」して徐々に理解を深める進め方 
② 種々の「ヒント」を適切な場面でタイミング良い提示 
③ 学習作業の適切な順序づけと学習作業間の「有機的関連」 

2）学習したことがよく定着する（忘れない） 

①「分散学習」による学習 
②「音声や映像」の活用 
③ ゲーム感覚での「繰り返し」学習 

3）副作用を抑制する 

① マルチメディア情報の適切な配分での「負荷過大の抑制」 
② 無理のない「学習計画」，学習量 

4）学習を継続したいという気持ちになる 

① 3Rによる学習の明白な「成就感」 
② 精神的な重圧にならない「自習環境」 

5）学んだことが実際の場面で使える 

① 現場で使われる「authenticな素材」の選定 
② マルチメディア・パソコンによる「現場学習」に近い感じでの学習 

実現できるのかを概観することであろう。それは

上記の 5項目である。また，それぞれを 3Rで可
能にしている主な要因を各項目の下に記した。上

記のうちの一つや二つのことが指導に生かされる

のではなく，統合されたひとつのシステムの中で，

「コミュニケーション能力の養成」という最終的

な目標を常に意識しながらスムーズに行われるの

で，中核システムのみによる聴解力の指導も効率

よく学習が行われ，かつ readingや speakingのよう
な他技能の向上という「転移」も大きいことが判

明している。 
 
6．理論の検証（三ラウンド・システム） 
 教育の世界では，「学習者をモルモットにして

実験授業をすべきではない」という意見が聞かれ

ることがある。しかしながら，効果が上がってい

ないと批判され続けている英語教育を改善の努力

もせずにそのまま続けることが望ましいこととも

言えないと我々は考える。ではどうすべきかと思

案しているときに，米国での留学時代の恩師に言

われたことばを思い出した。それは，”A negative  

result is nothing but a challenge to your methodology.”
ということばである。つまり，「しっかりと準備を

してから行えば実験は絶対に失敗しないはずだ」

ということである。そうだとすれば，しっかりし

た理論に基づいた教材での指導ならば確実に効果

が上がり，失敗するはずがないので，効果が上が

らないとわかっている伝統的な手法で指導を続け

るより，実験的指導の導入はむしろ学習者に対し

て良心的な態度であると考えられる。こうした考

え方のもとに，我々は開発した理論の実験的検証

を以下のような形で行った。 
(1) 客観的データ（外部テスト）による評価 
実験群の英語力の変動： 最初に行った実験的

指導は，NEC中央研究所の技術指導のもとに千葉
大学の研究者が作成したCALL教材を使って，理
想的とも考えられる指導環境の中で 4組，延べ 21
名の学習希望者に対して行った指導である。理想

的環境とは，次のような 1）～6）の条件を十分に
考慮した実験的指導であった： 1）使用したCALL
施設（機器）が，当時あまり一般的に購入できな

いような「高価な機器」で，与えられた学習機会
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を逃すことは大きな損失であるように感じさせる

ものであった，2）被験者も希望者のみで「学習意
欲が極めて高く」，しかも，もともと「語彙力の高

い」，読めるが聞けないといったタイプの社会人・

大学生であった，3）教材に使われた素材が現代の
有名な映画等で「内容的に学習者の興味を引く」

ものであった，4）「教材の難易度と学習者の能力
とのアンバランスが出ない」よう教材を厳密に選

定，配分した，5）学習に無駄がでないような「学
習計画」を教材作成者が作成し，その計画を守ら

せた（学習期間中に教育実習のため長期間にわた

って学習を中断した学生の得点は除いた）。6）学
習の場所は実験室で，学習者が 1回あたり 30分～
45 分単位の予約制でその場所に来て学習する形
であった（学習中に居眠りはできない）。 
このような条件のもとで行われた 4組の実験群
に対する指導の結果は表 1に示したが，正味約 20
時間の指導（学習期間は約 2ヶ月）でTOEICに平
均で約 100点の上昇が得られた。プリテストとポ
ストテストで測定された平均得点の差は 4組とも
統計的に有意差と認められるものであった。最下

位群，下位群は個別にTOEICの公開テストを受験
したが，中位群，上位群は学内で市販の公開テス

トの過去問を受験させた。使用統計ソフトはエク

セルのｔ－検定テスト「一対の標本による平均の

検定ツール」であった。 
 学術的なレベルでの「指導理論の効果検証」と

いう意味では，実験室環境での指導によって得ら

れるデータで十分に意味がある。しかし，まった

く同じ結果は必ずしも通常の教室での指導の場合

に得られるとは限らない。そこで，次に行われた

実験的指導は，3R に基づいて制作された CALL
教材を通常の「普通授業の中での自学自習」に使

用した場合に，どの程度の効果が得られるかを観

察するためのものであった。被験者は教育学部の

選択授業，「心理言語学講義」，を受講した 3組，
延べ 64名の学生であった。使用した CALL教材
は初年度が千葉大学で自作した教材（『ヒアリング

マラソン入門，初級コース』教材をCALL教材化
したもの）であり，続く 2年はいずれもメディア
教育開発センターで制作した College Lectures と
People Talkであった。こちらの場合は，語彙学習
を含み，平均正味約 70時間の学習（期間は後期の
み，実質約 5ヶ月）で，TOEFL-PBTに平均で 24
点の上昇が見られた。結果のまとめは表 2に示し

た。この実験でもプリテストとポストテストで測

定された学習効果はいずれも統計的に有意差のあ

るものであることが判明した。  
 表 2に結果をまとめた普通授業での自学自習は
3年間，3回にわたって行われた 3組での指導であ
るので，十分な量の得点上昇という「妥当性」の

検証だけでなく再現性，つまり「信頼性」の面か

らの検証もされたと言ってよいかもしれない。し

かし，再現性の検証は何度されてもし過ぎという

ことはないとの考えから，翌年もう一度別のクラ

スで，授業の半分をティーチング・アシスタント

にまかせる形で指導を行い，TOEFL-PBT による
指導効果の検証を試みた。学習の形態は通常の授

業での自学自習であり，正味の学習時間，学習の

期間はともに延べ約 70 時間と半期約 5 ヶ月で，
表 2の条件と同じである。実験的指導の効果を示
すデータのまとめは表 3に示したが，興味深いこ
とに，TOEFL-PBT スコアの上昇量が表 2 の上昇
量の平均とまったく同じ（＋24）であり，さらに
プリテストとポストテストのスコアの差にも有意

差のあることが検証され，効果に関するデータの

高い妥当性と信頼性が再現性をとおして確認され

たと結論した。 
 続いて，行われた理論の検証に関する 4番目の
観察は，その結果を表 2に示した実験的指導に参
加した学生で上位群に属する学生のうち，学習の

継続を希望した者 10 名にメディア教育開発セン
ターで開発された 3R の CD-ROM 教材 5 枚
（College Lectures, People Talk, TV-News, Movie Time 
1＆2）を貸与して 6ヶ月間自宅または大学で自由
に学習させた結果である。6 ヶ月の間に，貸与し
た 5枚のCD-ROM教材のうち，3枚以上の学習を
終了した者は 7名であった。この 7名が個別に受
験したTOEIC公開テストのスコア（平均値）は表
4に示した。 
表 4に示したデータから，上級者への指導が十
分にできることが明らかにされ，Morley(2001)が
指摘した，上級レベルの学習者向けの教材が存在

しないということは，3Rに基づいた教材を含めた
場合，事実に反することが証明されたと考える。 
統制群の英語力の変動： 外部テストのスコア

という，客観的データによる観察の最後のものは，

3R にもとづいた教材をまったく使ったことのな
い学生の英語力の向上または下降の軌跡で，いわ

ゆる統制群のデータ（TOEFL-ITP）の観察である 
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表 1 理想的環境での CALLによる実験的指導 

被験者群 ﾌﾟﾘﾃｽﾄｽｺｱ (TOEIC) ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄｽｺｱ (TOEIC) 上昇量 ｔ－検定 

最下位群（5名） 
下位群  （4名） 
中位群  （6名） 
上位群  （6名） 

277 
326 
518 
631 

379 
435 
620 
731 

102 
99 
102 
100 

t = 5.11* 
t = 5.57* 
t = 4.26* 
t = 11.68* 

* 有意差あり（p<.05） 
 

表 2 普通授業での CALLによる自学自習 

被験者群 ﾌﾟﾘﾃｽﾄｽｺｱ(TOEFL) ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄｽｺｱ (TOEFL) 上昇量 ｔ－検定 

下位群  （21名） 
中位群  （21名） 
上位群  （22名） 

477 
514 
555 

511 
538   
570   

34 
24 
15 

t = 7.02* 
t = 4.11* 
t = 3.03* 

* 有意差あり（p<.05） 

 
 表 3 普通授業での CALLによる自学自習（再現性の観測） 

被験者 ﾌﾟﾘﾃｽﾄｽｺｱ (TOEFL) ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄｽｺｱ (TOEFL) 上昇量 ｔ－検定 

全員（9名） 462 486   24 t = 3.91* 

* 有意差あり（p<.05） 

 
表 4 希望者による CD-ROM教材 3枚の自学自習 

被験者 ﾌﾟﾘﾃｽﾄｽｺｱ (TOEIC) ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄｽｺｱ (TOEIC) 上昇量 ｔ－検定 

7名 844 916   72 ｔ= 7.65* 

* 有意差あり（p<.05） 

 
表 5 普通授業での「伝統的手法による」指導または自習の結果 

被験者群 
ﾌﾟﾘﾃｽﾄｽｺｱ

(TOEFL) 
ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄｽｺｱ

(TOEFL) 
上昇量 ｔ－検定 

1年生:10名, 2年生:10名 
2年生:10名, 3年生: 8名 
2年生:10名, 3年生:12名 
3年生:12名, 4年＋院生:10名 

461 
456 
476 
508 

456  
482   
508   
497   

－5 
26 
32 
－11 

t = 0.40 
t = 1.52 
t = 1.61 
t = 0.83 

有意差なし（p<.05）
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統制群とは言っても，厳密な意味で 1年間の他の
方法での学習結果をプリテストとポストテストの

差で観察したものではなく，1 年生と 2 年生，2
年生と 3年生，3年生と大学院生を含む 4年生と
いった具合に，学習履歴に 1年以上の差のある 2
群の比較を 2年間にわたって 4件行ったというこ
とである。結果は表 5に示した。いずれも統計的
な有意差は観測されず，参考程度のデータである 
とは言え，「大学に来ると英語力は向上しない」と

いう指摘が確認された形になった。使用統計ソフ

トは，エクセルのｔ－検定テスト「等分散を仮定

した 2標本による検定」を使用した。 
 表 2に示したデータをプリテスト時の成績の平
均値で 7群に分け，下位から順に並べ，それぞれ
のグループの平均上昇量を棒グラフで示したもの

が図 3である。棒グラフがスムーズに並んだこの
表から読み取れることは，3Rに基づいた教材での
指導（3Rの理論）は，TOEFL-PBTで 443から 603
まで，どのレベルの学習者にも効果的に使えると

いうことを示している。 
 表 2 に示した 64 名の学習者の生データから得
点上昇量のみを取り出し，高いものから低いもの

の順に並べると，図 4になる。この図から読み取
れることは，自習環境で指導すると，まったく同

じ教材で同じ教師が指導しても，効果にはこれだ

けのバラツキがでるということである。学習後に，

「まじめに学習した者」，「形式的に学習した者」，

「ほとんど勉強しなかった者」といった具合に全

員が 3群に分けられるとしたらどのような割合に
なるかと学生に質問し，無記名で答えさせたとこ

ろ，全員の数値の平均で，順に 59％，26％，15％
という推定値が得られた。仮に，学習効果（スコ

ア上昇量）がこの割合で現れるとしたらとすると，

それぞれの群の上昇量は 41，9，－16になると推
定される。厳密な推定ではないが，3R の学習を
4.7ヶ月間中断するとTOEFL-PBTで 8.1ポイント
下降することが別の研究（竹蓋順，2000）で明ら
かになっているので，当たらずとも遠からず，と

言ってよさそうである。実験室環境での指導と自

習環境での指導で，効果に無視できない差が出る

原因の一つはこの辺にあると推定される。 
 表 2 に結果のまとめを示した 64 名の学習者の
生データからTOEFL-PBTスコアのSection毎の平
均上昇量を求めて示したものが図 5である。指導
に使用した CALL 教材は中核システムのもので，

主にTOEFL-PBT Section 1でテストされる聴解力
を養成するために作られた教材であるにもかかわ

らず，Section 2, Section 3の文構造やリーディング
のセクションスコアも大きく上昇しており，3Rの
CALL教材が「総合的コミュニケーション能力の
養成」という目的から外れていないことが示され

ている。 

 

図 3 三ラウンド・システムの指導効果 

図 4 学習への姿勢がもたらす効果の差 
 

図 5 総合力の向上（／70時間） 
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(2) アンケートによる評価 
 千葉大学の場合： 計画研究カ班の研究代表者

（竹蓋）は，千葉大学教育学部在職中に選択必修

の専門科目として「心理言語学講義」と題する通

期の授業を担当していた。そこでは，前期に，教

科書を通して英語によるコミュニケーション能力

養成のための理論を学び，後期には，その理論に

基づいて制作されたCALL教材を自ら使用し，コ
ミュニケーション能力を向上させるという実体験

をすることにより理論のよりよい理解を目指す形

の授業を行っていた。その授業の終了間際に実施

されたアンケート調査の結果を次ページに示す。

「CALL学習」，「三ラウンド学習」，「教材の内容」，
「学習への興味」，「学習の継続」についての評価

がいずれも 4.8／5.0以上と，高く評価されたこと
がわかる。この授業で使用された CALL 教材は
College Lectures, People Talk, TV-News, Movie Time 1, 
Movie Time 2の 5枚で，学生はそのうち 1～3枚を
選択して自習するという形態であった。 
京都大学の場合： 計画研究カ班の研究分担者

で英語班の総括補助者であった京都大学の水光雅

則教授は，研究の開始当初からCALLへの大きな
期待感を示して下さっていたのであるが，平成 10
年度と 11 年度のプロジェクトとしてメディア教
育開発センター制作の CALL 教材が完成すると，
千葉大学での試用と併行して京都大学でもその教

材を試用してくださり，アンケートによる評価を

実践してくださった。以下に，京都大学総合人間

学部からMM News（2002）として公刊された，ご
自身の解説を含む報告を一部引用する。 

1999年度と 2000年度に，三ラウンド・システ
ムに基づいたCALL教材で自習した学生の印象評
価のまとめを以下に示す： 履修，評価をした学

生は 2回生以上の京都大学学生（「通常進学者と再
履修者の混在」するクラス：1999年度通期受講生
48名，2000年度通期受講生 69名）。 使用した教
材は，1999年度がCollege LecturesとPeople Talk，
2000年度が TV-NewsとMovie Time 1 & 2。 評価結
果の数値は 5段階のEqual-appearing Intervals方式
で回答した人数の百分率である。 
次に，2001年度に三ラウンド・システムに基づ
いたCALL教材で自習した学生の印象評価のまと
めを以下に示す： 履修，評価をした学生は「再

履修者」のみに限定された京都大学学生（通期受

講生 113名）。 使用した教材は TV-NewsとMovie 

Time 1 & 2。  評価結果の数値は 5 段階の
Equal-appearing Intervals 方式で回答した人数の百
分率である。 
 上記 3年分のアンケート結果を見て，授業担当
者の水光雅則教授は以下のように述べている。 
登録者と最終的履修者の割合を観察して： 
『京大の授業で歩留まり 90.6％は異例の高さで
ある。』（MM News, 2002, p.7） 
質問 1-1）「英語の勉強になったと感じる」への学
生の回答を見て： 
『少々のことでは満足したと言いたがらない

京大生達の 8割以上が満足したという結果を出
す教材は他に知られていない。巻やクラスによ

っては 9割が満足している。理系と文系がどの
巻でも同じ満足度を得ているわけではないが，

全体で不満足であったものは 3.3％しかいなか
った。不満足者が 3.3％に過ぎなかったことは，
にわかには信じがたいであろうが，この教材を

少しでも視聴すると，誰でもうべなるかなと言

うであろう。』（MM News, 2002, p.12） 
質問 1-2）「普通の英語の勉強でもっとこの種の
CDを使いたい」への学生の回答を見て： 
『筆者が今まで行ってきた普通の授業でこの

アンケートを実施したいと思わない。筆者の従

来の方法でさらに勉強を続けたいと思わない

者が 2.6％で，思う者が 83.0％になるとは想像で
きない。』（MM News, 2002, p.12） 
質問 1-3）「専門に必要な英語もこの方法で勉強し
てみたい」への学生の回答を見て： 
『77％が ESP もこれで勉強したいと答えてい
る。... この教材がこれはこれで満足したがこれ
以上は止めておこうというものではなく，いか

にもっとこれで勉強したいと思わせる激励効

果が高い優れた教材であるかを如実に示して

いる。』（MM News, 2002, p.13） 
京都大学での「全学共通科目に対してのアンケー

ト調査」（平成 6年度）との比較で： 
『一般に普通の外国語授業で満足する者が約

30％であるのに対して，「三ラウンド・システ
ム」の CD-ROM教材で満足するものは 81％な
のである。一般に外国語の授業で不満足である

者が同じ約 30％であるのに対して，「三ラウン
ド・システム」で不満足だった者は 3.3％に過ぎ
なかったのである。この数字と外国語を学ぶ動

機を持っていない学生は約 18％であることを 
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千葉大学における英語コミュニケーション能力養成指導について 
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評価結果（％） 質問 1 

 肯定 中立 否定 

1999年度 84 14 1 
1) 英語の勉強になったと感じる 

2000年度 78 17 5 

1999年度 83 14 4 2) 普通の英語の勉強でもっとこの種の
CD-ROM教材を取り入れてほしい 2000年度 83 15 2 

1999年度 79 15 6 3) 専門に必要な英語もこの方法で勉強し
てみたい 2000年度 74 18 8 

 
評価結果（％） 質問 2 

 肯定 中立 否定 

1) 英語の勉強になったと感じる 79 15 6 

2) 普通の英語の勉強でもっとこの種の CD-ROM 教材を
取り入れてほしい 

74 18 8 

3) 専門に必要な英語もこの方法で勉強してみたい 59 22 20 

 
勘案すると，この教材は，学習動機を持っていな

い者にも動機を与える効果を持っていることをも

明白に示している。』（MM News, 2002, p.14） 
質問 2-1）への再履修学生の回答を見て： 
『再履修者でもこのように英語の勉強になっ

たと評する者が多いこの教材と方法はまさに

特筆に価する。』（京都大学における再履修者用

CALL 2001の評価‐中間報告‐, p.10） 
質問 2-2）への再履修者の回答を見て： 
再履修者でも，この種の CD-ROM 教材をもっ
と使いたいとする者が 6割もいる。この種の教
材と学習方法を学生も支持していると受け止

めることができる。』（京都大学における再履修

者用CALL 2001の評価‐中間報告‐, p.10） 
質問 2-1），2-2）への再履修学生の回答を京都大
学での「全学共通科目に対してのアンケート調査」

（平成 6年度）と比較して： 
『優劣は明白である。一般に外国語の授業には

不満足である学生は 30％であるのに対して，こ
の CALLクラスでは，わずか 8％である。一般
に外国語の授業に満足する者は 30％であるの
に対して，このクラスでは 71％である。全員必
須の英語でしかも再履修者を対象にしたクラ

スで，これ以上の成果は望みようもなかろう。』

（京都大学における再履修者用 CALL 2001 の
評価‐中間報告‐, p.12） 

 
7．教材の開発 
理論が世界的に見ても存在しないと言われる

中で，現在，わが国の学習者が必要としているこ

と，可能である対応策等を観察した上で，我々が

独自に開発した理論の妥当性，信頼性，実用性は

以上のデータ，資料で確認されたと結論し，科学

研究費補助金による教材開発でも我々はその理論

（3R）をベースにCALL教材を開発することとし
た。 
(1) 素材の収集 
教材を作成するためにはまず学習するための

言語素材を収集する必要がある。そしてその素材

は言語構造的な，またコミュニケーション・シス

テム的な観点から見れば「学習すべき要素や構造

がもれなく，無駄なく，含まれている」こととい

う条件がつく。しかも，同時に，学習の効果と言

う面を考えれば「学習者が興味を持てる，そのニ

ーズを満たす内容のもの，そして学習者のレベル

に合致した難易度の適切なもの」である必要もあ
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る。そのようなことを考慮すると適切な素材の収

集とは決して容易なことではない。たとえば，学

習者は現代のハリウッド映画や人気のテレビドラ

マ，それに音楽関連の素材で学びたいなどと言う。

しかし，科学研究費補助金をもらえることとなっ

たとは言え，著作権の許諾に巨額の費用のかかる

素材を使用することはほぼ不可能である。そこで

我々の選んだ道は，一部で著作権を放棄している

素材を使用することと，もう一方では，我々自身

で英語国に行って撮影取材を行うという道であっ

た。英語班としては，結果として，前者の方法で

1枚，後者の方法で 3枚のCD-ROM教材の制作が
可能となった。これらの制作の詳細については土

肥他（2003）を参照されたい。 
(2) コースウェアの制作 
コースウェアとは，指導すべき内容（言語素材）

とその指導法を合わせたものであるので，収集し

た素材の編集と指導理論に基づいた学習タスクの

作成の両者が含まれる。まずはその作業の結果を

紙の上に書き出すのであるが，上記 Sheerin(1987)
らの批判に耐えられ，実際に効果の期待できるコ

ースウェアの原稿は，音声素材が24分のCD-ROM 
1枚で，A4版 392ページに達する膨大なものとな
る。この作業は想像を絶する大変な作業であるが，

研究代表者を含め，研究分担者となった言語教師

4名がその研究作業の一環として行った。 
(3) ソフトウェアの制作 
ソフトウェアとは，コースウェアに記載された，

必要な学習作業のすべてについて，コンピュータ

を活用してもっとも効果的に実践できるよう，コ

ンピュータに理解できる言語で表現した命令また

は指示のセットである。この部分は情報処理技術

の分野であり，高度に専門化された作業を含むの

で，研究費補助金の活用により専門の技術者に制

作を依頼した。 
(4) 難易度の調整 
コースウェアの制作，ソフトウェアの制作と並

んで容易でないことは教材の難易度の調整である。

我々のCALL教材の高度化研究では，いずれはメ
ディア教育開発センターで制作された大学最上級

用のCALL教材の使用を可能にするような，その
一段下のレベルの教材を一枚でも多く制作するこ

とを研究目標のひとつとして，大学初級用または

補習用の教材と，その次のレベル（初中級）の教

材を作成する意図でスタートした。しかし最初の

年度（平成 12年度）に作成したもの 2枚は，結果
的に，2 枚目が初中級というよりは中上級の難易
度となってしまい，2 枚の間に大きなギャップが
見られることとなってしまった。そこで翌年の平

成 13年度には，難易度的に，前年度に作成した 2
枚の間に入るような初中級の教材を作成した。3
年目の平成 14年度には，残った素材の有効利用と
いう限られた条件の中で素材を編集した結果，こ

れまでに制作された初級用，初中級用，中上級用

のシリーズの上に位置する大学上級用のものが作

成された。 
残念なことは，このシリーズが難易度的に飛び

石とならないよう，初中級と中上級の間に中級を

作ることができなかったことである。仮に中級が

作れたとすれば，初級用，初中級用，中級用，中

上級用，上級用と切れ目のない一つのシリーズが

できたはずだからである。 
(5) なぜCD-ROMか 
我々の科学研究費補助金による研究のスター

ト以前からCALL教材として使用できるメディア
の可能性としては，CD-ROM の他にすでに DVD
が存在していたし，Web上で教材を提示すること
も不可能ではなかった。DVD は記憶容量が
CD-ROMより大分多く，バラエティに富んだ教材
を 1枚のDiskに収めることができる。また，Web
は Internet 上でどこでも使え，教材の入力や変更
が比較的簡単にできる等のメリットがあるので，

将来を目指す純粋な研究としては CD-ROM を選
定すべきではなかったとも言える。そのような中

で我々が教材搭載のメディアとして敢えて

CD-ROMを選定したのは，当時のハードウェアの
普及状況から DVD が排除され，インターネット
でのデータ通信速度の問題から Web 上の教材提
供が排除されたという消去法の結果だからである。

しかし一方に，喫緊の改善が期待される英語教育

での実用化要望にすぐに応えられるものというニ

ーズもある。その意味では，プレーヤー・ユニッ

トの普及状況から見て，CD-ROMが最善のメディ
アであると判断されたとも言える。つまり，応用

研究として実用性の見地が最優先されたというこ

とである。 
(6) 教材間の連携 

1枚の CD-ROMに記録される 4～6ユニットの
教材は，ユニット内，ユニット間でいずれもある

程度のまとまりや関連をもったトピックまたは言
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語素材のものであるが，別の CD-ROM に収めら
れる教材間でもまったく無関係というわけではな

い。たとえば，Introduction to College Life, College 
Life, College LifeⅡの 3枚のCALL教材間では，出
演者，使用語彙，トピックに 30％程度の重なりが
ある。1枚目で学んだ素材が 2枚目のユニットテ
ストの素材として使われていたり，1 枚目の教材
の発展情報で学んだ語彙が 2枚目の教材の素材で
使われていたりといった具合に，教材間に有機的

な関連を持たせてある。そのような配慮が，結果

として，新出教材での新語が約 10語という原則に
あまり大きな変動のないようにという配慮につな

がり，負荷過大を抑えて指導効果を高めるという

望ましい結果を生むからである。 
(7) 補助教材，副教材の導入 
上に述べたように，別の CD-ROM に収められ
る教材間にも種々の面で関連を持たせることによ

って，実はレベルの高すぎる authentic な教材を，
発話スピードを変えたり，言語素材の収録時から

使用語彙を制限したりして不自然に加工すること

なく，比較的易しいと感じさせながら学習させる

ことが可能になる。しかし，CALL教材の制作費
が極めて高額であり，理論に基づいたコースウェ

アを制作するだけでも大変な知力，労力，時間を

要することを考えると，必要な教材を早急に全て

CALL教材で揃えるのは不可能に近い。そこで，
我々の試みたのは，既存のCALL教材を中心に使
用してそれがもっとも効果的に学習できるよう

「補助教材」を作成し，さらに学習者の興味や能

力のバラツキに既存のCALL教材では対応できな
い，不足する部分の指導に使用できる CD教材や
テープ教材等の「副教材」の作成も試みた。補助

教材は主にCALL教材での学習で予習用，復習用
として使用できるものであり，副教材での学習に

は，興味や能力のバラツキに対応するための教材

であることに加えて，通学時や散歩時等の，パソ

コンのないところでモニター（display）を使わず
に，あまり目を疲れさせないで学習出来る利点も

ある。補助教材，副教材の具体例については竹蓋

他（2003）を参照されたい。 
 
8．教材の試用 
 本研究では，平成 12 年度の研究で 2 枚，平成
13年度の研究で1枚，平成14年度の研究で1枚，
計 4枚の CALL教材（CD-ROM）が制作された。

この教材は，基礎となっている理論の検証も十分

にされており，その理論に基づいてメディア教育

開発センターで制作された CALL教材（5枚）の
使用効果の高いことも京都大学，千葉大学外国語

センター，千葉大学教育学部ですでに検証されて

いたので，完成後すぐに通常授業の中での試用に

供された。 
具体的には，平成 13 年度に，千葉大学と文京
女子大学で初級用（First Listening)と中上級用
（College Life）を試用し，平成 14年度には，東京
大学（College Life），九州大学（College Life），千
葉大学（First Listening, Introduction to College Life, 
College Life），茨城大学（First Listening, Introduction 
to College Life, College Life），文京学院大学（First 
Listening, Introduction to College Life, College Life），
白百合女子大学（First Listening），長崎ウエスレヤ
ン大学（First Listening, Introduction to College Life），
光華女子大学（College Life），日本大学（First 
Listening），山王看護専門学校（First Listening）の
9大学，1各種学校が授業担当者の要望で試用に参
加した。平成 15 年度にはこれらに北海道大学
（Introduction to College Life, College Life），東北大
学（Introduction to College Life, College Life），名古
屋大学（Introduction to College Life, College Life），
京都大学（Introduction to College Life, College Life）
が加わる予定で準備を進めていると聞いている。 
上記のほとんどの大学では，試用効果の評価は

学習者に対するアンケート調査によるもののみで

あったが，文京学院大学では，長年，全学的に

TOEIC－IPによる指導の評価を続けてきているの
で，そのテストを利用し，客観的データも収集し

て開発されたCALL教材による指導の評価を行っ
た。また，千葉大学と東京大学では，市販されて

いる TOEIC 公開テストの過去問題を使用した客
観的データも収集している。後者のケースについ

ては別の論文（土肥他，2003）で報告されると思
うので，ここには文京学院大学でのケースに限っ

てデータのまとめを報告する。 
 
9．試用結果のデータの分析 
(1) 客観的データ（外部テスト）による評価 
 文京学院大学では，CALLによる英語教育を全
面的に導入すべきかどうかの最終決定の前に効果

の実証が必要であるとの教授会の要望で，実験ク

ラスが 2クラス設定された。ひとつのクラスは 3R
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のCALL（教材：前期-Introduction to College Life, 後
期-College Life）による指導を中心とし，他のクラ
スは外国人教師のCommunicative Approachによる
指導を中心としたものであった。どちらも意図と

しては本学での最高の英語教育を目指してスター

トしたものであるので，両者とも実験クラスに違

いないのであるが，本報告ではCALL教材の効果
の検証という見地から前者を実験群と呼び，後者

を統制群と呼ぶ。効果の観察には外部テストで客

観的なデータを収集することとなったが，実験ク

ラスとは言ってもTOEFLやTOEICの公開テスト
の受験料は高額である。そこで，以前から大学の

年間計画の中で6月上旬と11月上旬に実施してい
た TOEIC－IP のスコアをプリテストとポストテ
ストとして使用することとした。指導は通常の授

業として行われたものであるので，中間に 2ヶ月
の夏期休暇が入り，さらに 10月下旬には大学の行
事があったので，実質的には学習期間が約 3ヶ月，
平均学習時間は正味で約 40時間であった。結果は
表 6にまとめて示したが，実験群の上昇量は 30，
統制群は 4で，差は 26であった。 
 表 6で見ると実験群のスコアの上昇が統制群よ
り高かったことがわかる。つまり，CALLによる
指導が，TOEIC-IPで測定できる英語力の向上には
より高い効果があったと言うことである。しかし，

実験群と統制群の「スコア上昇量の差」，実験群の

「スコア上昇量」はいずれも我々が期待したほど

のものではなかった。 
 そこで，我々は TOEIC-IP のスコアの妥当性，
信頼性に何か問題はないか，調査をすることにし

た。その結果判明したことは次の 2点である。 
 ① TOEICは 450以上のスコアが安定したデー
タとして使える 
② 各回の TOEIC-IP（スコア）には難易度に揺
れのある可能性がある 
上記の推定は以下の資料から得られたもので

ある： ① TOEIC 運営委員会による TOEIC 説明
会（1995年 7月 27日）で配布された資料，『TOEIC 
Q and A』，のQ7に「TOEICは高い英語能力者に
は適しているが，低い英語能力者，たとえば，400
点未満の新入社員などには適していないのではあ

りませんか」という質問項目がある。そして，そ

れへの回答として，同資料には「･･･ 高い英語能
力は確実に安定した形でスコアに現れ，低い英語

能力は不安定な形でスコアに現れるという傾向が

あります」との回答がある。さらにこの回答を裏

付けるように，現在（2003年 2月 18日）では，
TOEICの他に「TOEIC-Bridge」と称するTOEIC 450
未満の低い英語能力者向けのテストが TOEIC 運
営委員会により提供されている。そして，TOEIC 
Bridgeのホームページには「TOEICスコア 450に
達している方には，TOEIC の受験をお勧めしま
す」とある。 
② 文京学院大学の学生で，11月にもTOEIC-IP
を受験したが，前月の 10月にも受験し，450以上
のスコアであったものが 6名いた。さらに 11月と
翌月の 12月の両テストを受験し，かつ，スコアが
450以上であったものが 14名いた。これらの受験
生の平均点をそれぞれ比較してみたところ，表 7
に見られるような結果が得られた。 
 上記のデータから，11月の TOEIC-IPのスコア
は約 57点（＝（‐36.7‐77.5）÷2）低く出たもの
と推定される。この推定をもとに文京学院大学で

の 6月から 11月まで（実質 3ヶ月）の学習の効果
を推定すると，実験群には約 87点の上昇，統制群
でも約 61点の上昇があったことになり，3Rの理
論を検証した際に得られたデータから推定される

上昇期待値とほぼ一致する。 
 データの安定性を考慮した上で上昇量の比較を

した表 8のデータからはさらに興味深いことが見
えてくる。それは，安定性の乏しいと言われるレ

ンジのスコアを含めれば実験群と統制群の差はあ

まり大きくはなく，統計的にも有意差はないので

あるが，スコアが安定していると言われるレンジ

のデータのみ（①，②，③）で比較をすると差が

急速に広がることである。とくにプリテスト，ポ

ストテストのいずれかが 450以上の場合（③）で
は，差が 55.9点という大きなものであったという
ことは注目に値する。 
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表 6 実験群と統制群に分けて観測した TOEIC-IPスコアのまとめ 

 プリテストスコア ポストテストスコア 上昇量 上昇量の差 

実験群 479（17名） 509（14名） 30 

統制群 471（17名） 475（16名） 4 
26 

 
 

表 7 TOEIC-IPテストの安定性の観察 

受験者数 
10月受験時の
平均スコア 

11月受験時の
平均スコア 

12月受験時の
平均スコア 

11月のスコアを基準に見
た前月（翌月）との差 

6名 668.3 631.6 － －36.7 

14名 － 506.4 583.9 －77.5 

 
 

表 8 実験群と統制群の TOEIC-IPスコア上昇量のまとめとその比較 

 
 

全員 
（TOEIC 295～650） 

①プリテスト 400 
以上のみの場合 

②プリテスト 450 
以上のみの場合 

③プリ･ポスﾄの 
いずれかが 

450以上 

実験群 21.8 （14名） 13.5 （13名） 16.3 （12名） 25.0 (13名) 

統制群 －3.8 （16名） －26.2 （13名） －30.9 （11名） －30.9 (11名) 

実験群と統制群 
の上昇量の差 

25.6 39.7 47.2 55.9 

t－検定 1.13 2.10* 2.27* 2.53* 

* 有意差あり（p<.05） 

実験群と統制群の比較でもうひとつの興味深

いことが図 6で観察できる。これらの図はスコア
の安定性や TOEIC-IP の難易度の揺れを考慮しな
い生データを使用して作成されたものである。こ

こから推定されることは，実験群でのCALLによ
る指導の場合，下位群だけでなく，上位群での英

語力向上にも顕著なものがあるのに対して統制群

では，上位に行くにしたがって上昇が顕著に鈍り，

平均値の下降すらあるという現象である。 
この傾向が伝統的な指導法の問題点であり，

Morley(2001)によっても”Virtually no specialized 
textbook materials exist in the area of intermediate and 
advanced listening.”」と指摘されている事実である。
逆に言えば，その問題点を 3Rの CALLが解決し
ているということであるが，表 4に示した自習に
よる学習の結果でも明らかにされているので，再 

図 6 プリテストの得点別上昇量 
 
現性を含めてそのことが明らかにされたと言えよ

う。つまり，統制群での外国人教師が中心になっ

た指導では，スコアが信頼性にかける，レベルの 

40
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表 9 前期に Introduction to College Life，後期に College Lifeを学習した学生へのアンケート結果 

質 問 項 目 肯定的回答（%） 否定的回答（%） 

1) 教材の内容やトピックに興味を持った 
2) 写真イラストは教材理解に役立った 
3) 指示は明確であった 
4) NINTは理解の役に立った 
5) Words, Phrasesの辞書は教材理解に役立った 
6) 正解の提示は役に立った 
7) 正解部分の英文表示は役に立った 
8) 解説に書いてある記事は役に立った 
9) 発展情報は役に立った 
10) Step 1,2,3と進むにつれて聞けるようになった 
11) CD-ROMで学習して聞き取り力がついた 
12) CD-ROMでの学習は楽しかった 
13) 別の CD-ROM教材でも学習したい 
14) この授業をとって良かった 
15) 教材は難しすぎた 
16) 教材は易しすぎた 

77 
92 
100 
100 
100 
100 
100 
92 
69 
100 
92 
85 
100 
100 
8 
0 

15 
8 
0 
0 
0 
0 
0 
8 
15 
0 
0 
0 
0 
0 
77 
92 

低い部分でのみ上昇し，信頼性のあるレベルの高

い部分ではほとんど上昇しないという，残念な結

果になっている。それに対して，実験群でのCALL
を中心とした指導の場合，データに信頼性のある，

しかも実用レベルでの英語力に顕著な向上があっ

たということである。 
(2) アンケートによる評価 
 制作されたCALL教材は，これまで見てきたよ
うに，外部テストのスコアという客観的なデータ

でその「妥当性」の検証を行ったが，「実用性」の

見地からはアンケート調査により学習者の主観に

もとづいた評価を行った。使用したアンケートの

形態は5-point scaleのEqual-appearing Intervals法で
あった。文京学院大学の実験群の学生による評価

をまず表 9として示した。 
 質問項目 1)，15)，16) に対する回答から，教材
に使われた「素材」が内容的に適切なものであっ

たことが推定される。1) への肯定的回答が 77％
に止まったことは少し気になるが，学習者は現代

の映画や，歌手の出てくるもの等の娯楽的なもの

を望む傾向があり，著作権の問題等を考えるとそ

のような内容の教材は制作が非常に難しいので致

し方のない結果と言わざるを得ない。 

 質問項目 2）～9）は教材の「構造」に関する質
問で，9）の発展情報に対する 69％を除けば肯定
的回答は平均で 98%となり，教材が適切に制作さ
れていることが裏付けられる。発展情報とは，応

用的語彙の学習を目的としたもので，当該教材中

の素材の理解ではなく，次の教材（この場合，

College Life）に移った時，そこでの学習が容易に
なるように学ぶものである。したがって，そのこ

とが理解できない者にとっては無意味に見えるで

あろう。前もって十分にそのことを知らせておか

ないと折角の資料が無駄になることが明らかにさ

れたと言える。 
 質問項目 10）～14）が教材の「妥当性」を主観
的観点から評価できるデータとなるが，平均で

95％の肯定的回答，否定的回答の 0％は 3R の
CALLによる指導の高い妥当性を裏付けるものと
考えられる。12）の CD-ROM での学習が「楽し
かった」と言う回答が 85％とやや低いのは，これ
もやや低かった，1）の素材に対する興味と関連し
ている部分があると思われるが，真の学習はただ

面白いだけでは達成できないことを考えればこれ

も致し方のないことかもしれない。 
 全体としてアンケートでの評価では，CALLに
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よる学習（3R）は学習者に高く評価されたと考え
てよいであろう。したがって，客観的データによ

る「妥当性」の評価，主観的データによる「実用

性」の評価がいずれも十分に高いものであったと

結論した。このようなデータの再現性の観察によ

って得られる，CALLによる指導の「信頼性」に
ついてはこれからの指導の中でも明らかにされて

いくものと考えているが，すでに土肥他（2003），
その他に詳説されているように，東京大学，千葉

大学での大規模な試用で同様のデータが観察され

ているので，信頼性についてもその十分な高さが

検証されていると我々は考えている。 
(3) 複数の大学で収集されたアンケートの比較，
その他 
本報告の図 4で，同じ教師が同じ教材を使用し
て指導しても学習効果には大きな差が出る可能性

のあることを客観的データで示した。以前であれ

ば学習者の能力差であるとして簡単に済まされて

いたかもしれない。図 4の説明では，その原因を
「学習態度」の差にありそうだとしたが，効果の

バラツキは他にも原因がありそうである。それは，

すでに 1995年から 8年にわたり CALLによる指
導を続けてきた千葉大学での客観的データの分析

からも見えてきた。土肥他（2002）は，CALLに
よる学習を行い，かつTOEICの過去問による評価
を受けた学生 1,000 名強のスコア上昇量を「教材
別」，「プリテストのスコア別」に分類することに

より，どの教材はどの程度のレベルの学生にもっ

とも高い学習効果が期待できるかを観察した。そ

の調査の副産物として判明したデータによると，

同じ教材を使用してもプリテストの得点で 100点
の差があると，つまり教材が難しすぎる，または

易しすぎると，学習効果がほぼ半減するのである。 
これらの事実を念頭に文京学院大学以外の 5大
学で収集されたアンケートの回答を含め，983 名
分のデータをまとめて分析していたところ，興味

深いことが判明した。それは，図 7a，図 7bに示
したが，「教材の難易度と学習者のレベルがずれて

いる」場合と「教材の内容が学習者の興味に合わ

ない」場合では，どちらも合致している場合に比

べて，成就感，および継続学習の要望に，大分低

い回答がされているのであるが，その下がり具合

がレベルが合わない場合と興味が合わない場合で

同程度であるということである。このことから，

学習効果が半減するのは難易度が合わない場合だ

けでなく，教材の内容に興味の持てない場合でも

ほぼ同じであろう，つまり効果は半減するであろ

うということが推測された。 
もうひとつ，アンケートの比較から判明したこ

とは，担当教師が本研究の「分担者」である場合

と「協力者」である場合で，学習者の成就感その

他に 20％強という統計的に有意な大きな差が見
られた事である。やはり，同じ教材を使用しても

「教師の熱意」，「教師の教材に対する理解度」な

どですら学習効果に大きな影響を与える可能性が

あるということである。 
アンケートのデータの整理で判明した 3点目の
事実は，やはり同じ教材を同じ期間学習しても，

当然のことながら，その学習に実際かけた「時間

の差」で成就感に大きな差が出る。つまり実際の

効果にも大きな差のでることが推測できるという

ことである。回答の分析結果は図 8に示した。濃
い方の棒が「1週間に平均 3時間」学習した学習
者から，薄い方の棒は「1週間に平均 1時間」学
習した学習者からの回答である。 
続いて，実験群の学習効果の調査をしている過

程で，データ分析の副産物として明らかになった

こともここに付け加えておきたい。それは，CALL
による学習をした者とは限らず，TOEIC-IPを受験
した学生ほぼ全員に当てはまることであるが，学

習を長期間（1年半）継続した場合で，TOEICに
よる評価を 3回受けた者のデータ分析をした結果
判明したことである。この結果は図 9に示したが， 
1回目のテストスコアと比べ 2回目の受験で大き
く上昇した学習者のスコアは，その次の回ではあ

まり上がらない，逆に 2回目の受験でスコアが上
がらなかった学生ほど，その次の回には大きくス

コアを上げるという明らかな傾向である。このこ

とから，語学力の養成の場合，学習者の能力より

も，「やる気」，「屈辱感」，「油断」，「慢心」といっ

た学習者の心理的な面が，学習効果に大きく影響

するということも明らかになった。 
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図 7a 教材の難易度がもたらす影響 [1] 

図 7b 教材の難易度がもたらす影響 [2] 

図 8 学習時間の差がもたらす影響 

 

 最後に，誰でもその学習の必要は分かっている

ように見えながら，なかなか十分な語彙力を持つ

こともできず，また十分な語彙力とは何かの定義

も難しい語彙力とコミュニケーション能力との関

係について，本研究で得られたデータを提示して

この報告を締めくくりたい。このデータの収集に

は，まず，TOEFL-PBT を受験してコミュニケー
ション能力がある程度わかっている大学生の一団

に TOEFL-PBTのリーディング問題を見せ，個々
に意味のわからない語にマーカーで印をつけさせ

た。その後で，学生にマーカーで印をつけた語の

数（M）とReading問題の延べ語数（T）を数えさ
せ，T／M の値（＝X）を計算させたのである。
このXとは，実は，未知語に遭遇する割合，言い
かえれば，「その学生がTOEFL-PBTを受験すると
X語に 1語未知語に遭遇する」ということを示す
数値である。 
全員がこの X の値を求めた後，横軸に TOEFL
のスコアをとり，縦軸にXの値をとった座標をつ
くり，各自，自分のデータを入れさせたものが図

10である。データには当然ある程度のバラツキが
でるが，そのデータに直線回帰分析を行って直線

を描いてみるとその直線を利用して TOEFL-PBT
で何点取るにはどの程度の語彙力が必要かがわか

る。英語国の多くの大学に入学を許可される得点，

550，を基準にどの程度の語彙力が必要かを図 10
から読み取ると，Xが 24であればその得点がとれ
そうだということがわかる。Xの値が 24であると
いうことは，知っている語の種類にもよるが，お

およそ7,000語から8,000語の語彙力があることを
意味する。最近の大学生の語彙力は約 1,800 語し
かないと言われることが多いので，なかなか

TOEFL の点が上昇しない理由のひとつもこの辺
にあることが見えてくる。 

 
10．まとめ 
 コンピュータが CAIや CMIとして教育に利
用できそうだと言われ始めた頃，その未来はバラ

色のように思われていた。それは，コンピュータ

には巨大な記憶容量があり，情報処理が高速で，

判断ができ，情報を入力したり出力したりでき，

素早い情報検索ができるので，ドリル学習に最適

だ。プログラム方式を導入すれば，学習結果に応

じて，難易度や興味，習熟度に応じた最適な教材 
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図 10 英語総合力と語彙力の関係 
 
を選択しながら学習できる。物理的な信号の分析

ができるので発音の診断ができる。先生がいなく

ても，何時でも何処でも学習できる，むしろ先生

がいないから恥かしくなく自分のペースでの繰り

返し学習が容易だ。機器を使った学習は面白いの

で学習へのよい動機づけになる，などなど，その

メリットには限りがないようにすら思われた。 
 コンピュータが小型化し，されにマルチメディ

ア・パソコンになってからは，文字だけでなく，

音声，映像も容易に提示でき，コミュニケーショ

ンの現場学習に近い状況を作り出すことができ，

言語の学習には最適な教育機器であるとも言える

ようになった。我々は，今でもこれまでに挙げら

れてきた上記のようなコンピュータを教育に使う

際のメリットは消えていないと思う。とくに，実

用のコミュニケーションレベルに達するような言

語の学習には想像を絶するほど長時間の繰り返し

学習が必要なので，外国人教員は言うに及ばず，

日本人教員でもつきっきりでの指導は難しい。と

いうよりほとんど不可能と言ってもよいだろう。

だからこそ，我々は英語教育へのコンピュータの

導入を現在も真剣に考えているのである。 
 実際，このような考え方に基づいて我々の開発

した3RによるCALLシステムでは，半期の授業，
実質約70時間の学習で3年連続24 （TOEFL-PBT）
の上昇を記録し，上位群（33％）は 570に達した。
最上位群は，授業受講後の CD-ROM 教材を 3枚
使用した半年間の完全自習で，10 名中 7 名が
TOEICで 844から 916にまで到達し，上位レベル
の教材がないという指摘も間違いであることを実

証した。実験群と統制群のデータの比較でも実験

群の学習者は統制群と比べて上位のレベルでの向

上に顕著なもののあることが明らかにされている。 
学習者の自由筆記の意見にも貴重なものが多

い。大部分は肯定的なものであるが，まだ詳細な

分析は済んでいない。竹蓋他（2003），土肥他（2003）
に収録してある代表的なものを興味のある方は参

照していただきたい。 
以上，アンケートを含めた客観的データにより，

3R の CALL による英語教育改善の試みが正しい
こと，そしてその未来がバラ色であることも確実

に検証できたと考える。しかしながら，他方で，

実際にコンピュータの性能が上がり，しかも小型

化し，価格が下がり，誰でもそれを持ち，その利

点と言われるものを使えるようになってみると，

実は，見えないところに大きな問題が隠れていた

ことにも気づかされる。それは，コンピュータが

使い易く，手に入れ易くなればなるほど珍しいも

のではなくなり，目の前にあっても使う気になら

なくなるなどという人間学習者側の問題が一つ，

それともう一つは，機器がいくらその機能を高め，

使ってくださいと待っていても，外国語教師，研

究者の側にCALLを最大限に生かす指導理論，指
導法，教材（ソフトウェア），それに熱意が十分に

なければ，効果が大きく落ちる可能性があること

も幾つかのデータから明らかになった。 
したがって，現状でのCALLの問題点は人間の
側にあるということである。ハードウェアの質が

上がれば上がるほど，実は，学習者と教師の両者

がすべきことをしない限り教育の効果は上がらな

いということが，今回の，とくにCALLによる指
導効果の評価を行うことで明確になった。CALL
の未来は今でもバラ色である。しかし，その実現

は教師と学生両者の「教育に関する研究」，「学習

態度」を向上させようとする真摯な，真の努力に

かかっているということである。それは，我々の

考える狭義の 3R，つまり「中核システム」だけで
なく，複合システム，総合システム，包括システ

ムからなる多層の，広義の「三ラウンド・システ

ム」が稼動するようになったとき可能になるであ

ろう。 
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